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＜祈祷会の聖書から
【ヤコブとの契約
との約束には異なりませんが、日常取り交わす契約とは異なり、相互の合
意によるものではありません。契約書を交わす時には、合意にまで至らな
かったということがありますが、神様の契約は、救いに関するものであり、
合意によるものでもありません。救いの
会では、母リベカの親戚のもとに逃れて行く
束が開かれました。
同訳聖書の小見出しが“ヤコブの夢”となっている所です。
【神様の宣
でも同じですが）。“
主である
神様はこのように語られるのです、“そしてあなたの神”と。続いて約束
の言葉がいっぱい続きます。
なたの子孫に与える
くなり、西へ、東へ、北へ、南へと広がっていくであろ
すべて、あなたとあなたの子孫によって祝福に入る
わたしはあなたと共にいる。あなたがどこへ行っても、わたしはあなたを
守り、必ずこの土地に連れ帰る
すまで決して見捨てない（
ました。以前に学びましたがアブラハムは、天の星を見て主を信じました
（創世記
架の出来事を知りながら、主を信じない時があります。
【ヤコブの告白】
す”と答え、告白します。ところ
ます。“もし”という言葉です。“
28:22 わたしが記念碑として立てたこの石を神の家とし、すべて、あなた
がわたしに与えられるものの十分の一をささげます
ってしまうのです。“神となられるなら”というところの“なら”ですが、
元々のヘブライ語の聖書にも出てきますし、
す。なるほど納得できるかもしれません。“良いことばかり”、しかも“子
孫に及んで”というのですから、“実現されるのを確かめて”と言いたく
なるかもしれません。私たちはこの後、大まかにはどんな歴史が展開され
るか知っているつもりになっていますから、困難の中で主に出合ったヤコ
ブとは違うかもしれません。
【御名をとおして】“
それは、
愛なる神”となられ、契約を結んでくださったことを知っているからです。
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なたの子孫に与える（28
くなり、西へ、東へ、北へ、南へと広がっていくであろ
すべて、あなたとあなたの子孫によって祝福に入る
わたしはあなたと共にいる。あなたがどこへ行っても、わたしはあなたを
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すまで決して見捨てない（
ました。以前に学びましたがアブラハムは、天の星を見て主を信じました
（創世記15：5～6）。なのに、私たちは時折、疑いようもなく確実な十字
架の出来事を知りながら、主を信じない時があります。
ヤコブの告白】神様の土地であることを知ったヤコブは、“主を信じま
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ます。“もし”という言葉です。“
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元々のヘブライ語の聖書にも出てきますし、
す。なるほど納得できるかもしれません。“良いことばかり”、しかも“子
孫に及んで”というのですから、“実現されるのを確かめて”と言いたく
なるかもしれません。私たちはこの後、大まかにはどんな歴史が展開され
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それは、この方において“裁きと栄光の神（ルターの表現）”が“
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